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こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
」　

【
弥
仙
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花
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釉
】
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に
げ
に
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み
が
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す
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と
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大
本
総
代
　
嶋 

貫  

光 

喜

「
強
い
も
の
勝
ち
」
の
世
の
中

　

も
う
15
〜
16
年
前
の
事
で
あ
る
が
、
新
任
教
師
の
方
々
に
お
話
し
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。
私
は
「
弱
肉
強
食
」
に
つ
い
て
話
し
た
。

　

一
般
的
に
多
く
の
人
た
ち
は
弱
肉
強
食
が
世
の
中
の
真
理
だ
と
思
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
先
生
方
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
そ
う
だ
と
し
た
ら

学
校
か
ら「
イ
ジ
メ
」は
無
く
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
、と
言
っ
た
。
言
葉
で
は「
お

互
い
に
支
え
合
っ
て
」
と
か
「
助
け
合
っ
て
」
と
言
っ
て
も
心
の
底
で
は
実

は
弱
肉
強
食
が
世
の
中
の
成
り
立
ち
だ
と
信
じ
て
い
る
、
そ
ん
な
虚
偽
的
な

言
葉
を
子
供
た
ち
は
信
じ
な
い
、
奥
底
に
潜
む
「
強
い
も
の
勝
ち
」
と
思
っ

て
い
る
心
を
直
ぐ
見
抜
い
て
し
ま
う
か
ら
、
だ
と
話
し
た
。

　

確
か
に
肉
食
獣
が
他
の
動
物
を
襲
う
姿
を
見
れ
ば
そ
う
思
う
か
も
し
れ
な

い
が
、
そ
ん
な
一
瞬
の
出
来
事
が
世
の
全
て
で
は
な
い
。

　

そ
こ
に
は
、
よ
り
良
い
も
の
へ
と
進
化
さ
せ
る
た
め
の
大
自
然
の
営
み
が

あ
る
。
大
本
で
は
「
生
成
化
育
」
と
書
い
て
「
か
む
な
が
ら
」
と
読
む
こ
と

も
あ
る
。
神
さ
ま
か
ら
見
れ
ば
何
百
万
年
・
何
千
万
年
と
い
う
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
時
間
を
か
け
て
よ
り
優
れ
た
も
の
へ
と
進
化
さ
せ
て
き
た
の
だ
。

永
い
ス
パ
ン
で
物
事
を
見
て
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
見
る
位
置
を
少
し
変
え
て

観
察
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
「
強
い
も
の
勝
ち
」
で
は
な
く
限
り
な
い
慈
し
み
、

愛
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
お
り
、
大
自
然
は
「
共
生
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

共
に
生
き
る
自
然
の
営
み
こ
そ
が
世
の
真
理
な
の
だ
と
。
そ
の
上
で
「
支
え

合
い
、
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
語
り
か
け
れ
ば
子
供
た
ち
に
も
伝
わ
る
。

　

避
難
先
で
学
校
を
再
開
し
３
年
く
ら
い
た
っ
た
あ
る
日
、
イ
ジ
メ
が
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
を
教
頭
先
生
に
伝
え
、善
処
し
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
担
任
は
、

虐
め
ら
れ
た
児
童
に
「
世
の
中
に
出
た
ら
そ
ん
な
こ
と
、
い
く
ら
で
も
あ
る

こ
と
な
ん
だ
か
ら
、
我
慢
し
て
自
分
で
乗
り
越
え
な
い
と
だ
め
だ
」
と
言
っ

た
そ
う
だ
。
先
生
方
に
は
弱
い
も
の
が
耐
え
る
世
の
中
で
は
な
く
、
お
互
い

の
人
格
を
尊
重
し
合
い
、
共
に
向
上
し
て
い
け
る
世
の
中
に
な
る
よ
う
指
導

し
、
導
い
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。



春
季
合
同
慰
霊
祭
を
執
行

　

３
月
東
光
苑
月
次
祭
・
交
通
安
全
祈
願
祭
・
春
季

合
同
慰
霊
祭
は
３
月
14
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎

主
・
加
藤
道
明
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
２
０
５

人
が
参
拝
し
た
。

　

祭
員
は
千
葉
主
会
が
、
伶
人
は
二
絃
の
会
関
東
支

部
、
大
本
神
諭
拝
読
を
朝
倉
暢
子
群
馬
主
会
長
が
担

当
し
た
。

　

春
季
合
同
慰
霊
祭
で
は
、
東
北
、
関
東
教
区
に
ゆ

か
り
あ
る
先
人
の
方
へ
の
ご
遺
徳
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
霊
界
で
の
ご
活
躍
と
弥
栄
を
祈
念
し
た

＝
写
真
下
。
祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー

長
が
あ
い
さ
つ
の
後
、
劇
団
前
進
座
の
黒
河
内
雅
子

氏
ら
が
あ
い
さ
つ
、
引
き
続
き
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
よ

る
愛
善
歌
「
基
本
宣
伝
歌
」
を
、
米
田
道
子
Ｅ
Ｐ
Ａ

講
師
が
解
説
し
、
全
員
で
合
唱
し
た
。

　　講師：田渕八州雄講師：田渕八州雄（エスペラント普及会理事）（エスペラント普及会理事）

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

エスペラントの心エスペラントの心
〜 E P A 創 立 1 0 0 年 の 時 を へ て 〜〜 E P A 創 立 1 0 0 年 の 時 を へ て 〜

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
55 ⺼⺼ 2525 日（木）日（木）19：00 〜19：00 〜

　Sa luton ！こんにちは！エスペラント
普及会講師の田渕八州雄です。①私のさ
さやかな体験から感じたエスペラントの
心、エスぺランチストの心 ②今年９月の
普及会創立百周年記念行事について ③普
及会のエスペラント界への貢献と Post 
2023 についてお話しします。

　　
44
日
（
木
・

日
（
木
・
祝祝
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

教
主
生
誕
祭

教
主
生
誕
祭

三
代
教
主
・
教
主
補
聖
誕
祭

三
代
教
主
・
教
主
補
聖
誕
祭

　　
55
日
（
金
・

日
（
金
・
祝祝
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

開
教
１
３
１
年
み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭

開
教
１
３
１
年
み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭

　　
1414
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

　　
2525
日
（
木
）

日
（
木
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

  

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

　
講
題

　
講
題    

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
心

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
心

　
　
　

　
　
　    

〜
Ｅ
Ｐ
Ａ
創
立
１
０
０
年
の
時
を
へ
て
〜

〜
Ｅ
Ｐ
Ａ
創
立
１
０
０
年
の
時
を
へ
て
〜

　
講
師

　
講
師    

田
渕
八
州
雄

田
渕
八
州
雄

　
　
　

　
　
　  

（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及
会
理
事
）

（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普
及
会
理
事
）

　　
2727
日
〜
日
〜
2828
日
（
土
〜

日
（
土
〜
日日
））

東
光
苑
葬
祭
研
修
会

東
光
苑
葬
祭
研
修
会

  

55
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

第 41 回第 41 回  企業安全繁栄祈願祭企業安全繁栄祈願祭

東光苑東光苑　　葬祭研修会葬祭研修会
〜ご葬儀までの準備と大本葬祭式の司会執行〜

日　程日　程	 5 月 27 日（土 ) 午前９時 30分（受付 9時）～	 5 月 27日（土 ) 午前９時 30分（受付 9時）～
	 　    28 日（	 　    28 日（日日）午後３時 30分）午後３時 30分
会　場会　場	 大本東京本部・東光苑	 大本東京本部・東光苑
内　容内　容	 講話・葬儀執行の流れ	 講話・葬儀執行の流れ
	 実習・招魂式、発葬式、火葬式、家祭式	 実習・招魂式、発葬式、火葬式、家祭式
	 　　　毎 10日祭、50日合祀祭、墓地について	 　　　毎 10日祭、50日合祀祭、墓地について
参加費参加費		 500 円500 円※食事・宿泊代は別途徴収いたします。※食事・宿泊代は別途徴収いたします。
		 ※別途 霊祭部刊「葬祭式編」500 円※別途 霊祭部刊「葬祭式編」500 円（お持ちで（お持ちで

ない方）ない方）

持ち物	持ち物	 笏笏（お持ちでない場合はお貸しします）（お持ちでない場合はお貸しします）、大本祭式、大本祭式
の本、帯または紐（懐笏時に必要）、筆記用具、の本、帯または紐（懐笏時に必要）、筆記用具、
動きやすい服装、足袋動きやすい服装、足袋（あれば履く方が動作が容易）（あれば履く方が動作が容易）

定　員定　員	 10 人（定員に達し次第、締め切り）	 10 人（定員に達し次第、締め切り）
申　込申　込	 氏名・所属・食事・宿泊・資料の要否を明記の上、	 氏名・所属・食事・宿泊・資料の要否を明記の上、

下記までお申し込みください下記までお申し込みください
		 東京宣教センター祭務課東京宣教センター祭務課

　　　	 Mail　　　　	 Mail　ｍ -kato@oomoto.or.jpｍ -kato@oomoto.or.jp（担当・加藤道明）（担当・加藤道明）
　　　	 T e l 　03-3821-3701　F a x 　03-3821-5283　　　	 T e l 　03-3821-3701　F a x 　03-3821-5283
		 郵送の場合郵送の場合

	 〒 110-0008　東京都台東区池之端2-1-44東京宣	 〒 110-0008　東京都台東区池之端2-1-44東京宣
教センター祭務課「葬祭研修会」宛に申込み下さい。教センター祭務課「葬祭研修会」宛に申込み下さい。

締　切締　切		 5 月 22日（月）5月 22日（月）

日　程日　程		 4 月 23日（4月 23日（日日）午前 10時 30分）午前 10時 30分
場　所場　所	 大本東京本部・東光苑	 大本東京本部・東光苑
申　込申　込	 ご希望の方は申込用紙を送付しますので	 ご希望の方は申込用紙を送付しますので
		 下記までご連絡ください下記までご連絡ください
		 ※（昨年申し込みいただいた方には、こ※（昨年申し込みいただいた方には、こ

	 ちらから郵送いたします）	 ちらから郵送いたします）

申込先申込先		〒 110-0008 台東区池之端 2-1-44〒 110-0008 台東区池之端 2-1-44
	 大本東京宣教センター内 東光経友会	 大本東京宣教センター内 東光経友会
	 TEL 03-3821-3701　FAX 03-3821-5283	 TEL 03-3821-3701　FAX 03-3821-5283
	 Mail 	 Mail y-yamada@oomoto.or.jp（担当・山田）y-yamada@oomoto.or.jp（担当・山田）
		 ※玉串は後日郵送か当日持参かを必ず明※玉串は後日郵送か当日持参かを必ず明

	 記してください	 記してください

玉串料玉串料	 一企業につき１万円以上（申込書に添え	 一企業につき１万円以上（申込書に添え
	 て玉串袋にてお納めください）	 て玉串袋にてお納めください）
お　札お　札		 ご希望の方には「大本平安彌栄祈願」のご希望の方には「大本平安彌栄祈願」の
	 水引木札（申込企業名入り）をご下附さ	 水引木札（申込企業名入り）をご下附さ
	 せていただきます（１体につき、玉串料	 せていただきます（１体につき、玉串料
	 は別途１万円以上）	 は別途１万円以上）
締　切締　切		 4 月 17日（月）4月 17日（月）
		 ※ご祈願は 4 月 29 日（土）までの１週※ご祈願は 4 月 29 日（土）までの１週

		 間執り行います。間執り行います。


